
N
ew

 L
an

d
scape w

ith
 H

istory
新
・
歴
史
の
見
え
る
風
景

（
新
田
義
貞
、
越
前
守
護
斯
波
高
経
も
立
て
こ
も
る
）

杣山神社南
の二ノ城戸
付近、壕跡
も残る

本丸から西
方の西御殿、
その間には
複数の堀切
なども残る

匂当内待（義貞妻）が隠れ
た伝承が残る姫穴

西御殿付近の殿池、貴重
な水源

中
世
越
前
の
目
撃
者
、
杣
山
城

北
陸
自
動
車
道

三
〇
五
号
線

日
野
川

湯尾駅

　杣山城趾

　　●
花はす温泉

●二ノ城戸

●一ノ城戸
　居館跡

●杣山神社

●真光寺

お
そ
ば
に
　
し
て

越
前
お
ろ
し
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｒ
探
訪
記

ソ

バ

ー

ル

福
井
商
工
会
議
所
で
は
そ
ば
と
バ
ー
ル
︵
酒
場
︶
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｓ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
︒
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
Ｓ
Ｏ
Ｂ

Ａ
Ｒ
参
加
店
舗
か
ら
店
主
お
す
す
め
の
逸
品
そ
ば
を
ご
紹
介
し
ま
す
︒

　

南
北
朝
か
ら
戦
国
末
期
の
一
向
一
揆
ま

で
、
中
世
の
越
前
の
歴
史
に
深
く
関
わ
っ

た
「
時
代
の
目
撃
者
」
杣そ

ま
や
ま
じ
ょ
う

山
城
は
、
南
越

盆
地
の
南
端
に
位
置
し
、
側
に
は
日
野
川

が
流
れ
、
北
陸
道
が
通
る
交
通
の
要
所
に

あ
る
。
築
城
は
鎌
倉
末
期
に
在
地
の
瓜
生

氏
に
よ
る
と
さ
れ
る
が
、
当
時
は
砦
程
度

の
小
規
模
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、
後
の
南

北
朝
の
新
田
軍
（
南
軍
）
と
越
前
守
護
の

斯
波
軍
（
北
軍
）
と
の
戦
闘
下
で
徐
々
に

整
備
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

建
武
２
年
に
足
利
尊
氏
は
後
醍
醐
帝
に

反
旗
を
翻
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
新
田
義

貞
は
天
皇
側
の
中
心
と
し
て
戦
い
、
一
時

は
尊
氏
を
九
州
に
追
い
や
っ
た
が
、
そ
の

後
尊
氏
と
の
戦
い
に
敗
れ
る
。
翌
年
、
後

醍
醐
帝
が
尊
氏
に
降
る
と
、
義
貞
は
恒つ
ね
よ
し良

親
王
を
奉
じ
て
斯し
ば
た
か
つ
ね

波
高
経
が
守
護
の
越
前

に
逃
れ
た
。
義
貞
は
敦
賀
金
ケ
崎
城
に
立

て
こ
も
り
抵
抗
、
落
城
に
追
い
込
ま
れ
る

も
、
義
貞
本
人
は
杣
山
城
に
脱
出
し
、
こ

こ
を
拠
点
に
斯
波
軍
（
北
軍
）
に
抗
戦
、

反
撃
に
転
じ
、
一
時
は
新
田
軍
（
南
軍
）

が
優
勢
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
義
貞
は
足

羽
七
城
を
中
心
と
し
た
藤
島
の
戦
い
の
最

中
、
灯
明
寺
畷
で
の
斯
波
軍
と
の
遭
遇
戦

で
敗
死
、
そ
の
後
杣
山
城
も
北
軍
の
手
に

落
ち
、
越
前
は
北
軍
が
制
圧
し
た
。

　

２
代
将
軍
足
利
義よ

し
あ
き
ら
詮
の
時
代
に
な
る

と
、
斯
波
高
経
は
、
家
格
の
高
さ
（
当
時

「
第
一
の
家
格
」と
い
わ
れ
た
）を
背
景
に
、

13
歳
の
四
男
義よ

し
ま
さ将
を
将
軍
執
事
と
し
、
自

ら
幕
政
を
管
領
し
た
。
高
経
は
、
三
条
坊

門
に
将
軍
邸
、
近
く
の
三
条
高
倉
に
自
邸

を
新
築
し
、
戦
乱
で
荒
れ
た
京
の
復
興
に

取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
こ
の
過
程
で
高

経
の
専
横
が
目
立
つ
と
、
諸
将
の
反
感
も

強
ま
り
、
反
高
経
勢
力
が
結
集
し
圧
力
が

強
ま
る
。
貞
治
５
年
８
月
に
高
経
は
将
軍

義
詮
に
別
れ
の
挨
拶
を
し
、
三
条
高
倉
邸

に
火
を
放
ち
、
叛
意
を
示
し
て
越
前
に
下

り
（「
貞
治
の
政
変
」）、
杣
山
城
（
義
将

は
栗
屋
城
）に
立
て
こ
も
っ
た
。
幕
府
は
、

山
名
、
土
岐
、
畠
山
、
京
極
、
赤
松
な
ど

諸
将
の
大
軍
を
派
遣
し
杣
山
城
を
包
囲
。

　

斯
波
高
経
が
在
城
し
、
幕
府
の
有
力
守

護
大
名
の
大
軍
と
対
峙
し
た
こ
と
で
、
杣

山
城
は
一
段
と
拡
張
整
備
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
の
大
き
な
戦
闘
は
な

く
、
１
年
後
に
高
経
が
城
内
で
病
没
す
る

と
、
子
の
義
将
は
上
洛
し
将
軍
か
ら
赦
免

を
得
る
。
そ
の
後
、
斯
波
氏
は
三
管
領
筆

頭
（
越
前
・
尾
張
・
遠
江
守
護
）
と
し
て

幕
政
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
後
も
杣
山
城
は
、
斯
波
氏
の
執
事

甲
斐
氏
の
一
族
が
城
主
を
務
め
、
朝
倉
氏

の
時
代
や
一
向
一
揆
で
も
利
用
さ
れ
る
。

現
在
、
城
跡
は
城
山
と
山
麓
の
一
部
も
含

め
て
国
指
定
の
史
跡
と
な
っ
て
お
り
、
山

頂
の
本
丸
を
中
心
に
東
西
に
東
御
殿
・
西

御
殿
と
呼
ば
れ
る
曲
輪
が
築
か
れ
、
山
麓

に
は
土
塁
（
一
ノ
城
戸
）
や
居
館
跡
、
周

辺
に
は
二
ノ
城
戸
跡
や
壕
の
一
部
が
残
っ

て
い
る
。　
　
　
　
　
（
文　

奧
山
秀
範
）


